


















































































                                                   
1 三浦佑之『浦島太郎の文学史』（五柳書房、1989 年） 



































                                                   
3 971 番歌の題詞に「四年壬申、藤原宇合卿のの西海道節度使に遣さえし時に、高橋連虫麿の作れる歌一首幷せ
て短歌」とある。（中西進『万葉集（二）』（講談社 1980 年）、P45 







































































                                                   
5 大島建彦校注・訳『日本古典文学全集 36 御伽草子集』（小学館 1974 年）、P424 
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 この幸堂得知の作品より 4年後（実質的にはほぼ 3年後）に、幸田露伴「新浦島」が『国会』で連


















                                                   



































                                                   
7 西川貴子「明治の浦島物語 幸田露伴「新浦島」試論」（『同志社国文学』第 78 号、同志社大学国文学会、2013



































                                                   




































                                                   
9 太宰治「浦島さん」（『太宰治全集 8』、筑摩書房 1998 年） 
